４ 　． 　窒　　　　素　 （Ｎ2）

４．１　性　質

①空気の主要成分であり、空気中に約78.1%含まれている。

②無色、無味、無臭の気体で、空気よりわずかに軽い。

③高温高圧では、触媒上で水素と反応してアンモニアとなる。

④また、高温では、酸素と反応して酸化窒素となる。

⑤化学的に安定であり、不活性ガスとして、タンクや塔槽類内の可燃性ガスのパージ作業に使用される。

表．６　窒素の主な性質

	分子量
	　　　[－]
	　　 28.02

	比　重（液）
	　　　[－]
	　　　0.808

	融　点
	　　　[℃]
	　－209.82

	沸　点
	　　　[℃]
	　－195.82

	臨界温度
	　　　[℃]
	　－147.0

	臨界圧力
	　　 [atm]
	　　 33.5


４．２　製造法

主として、空気液化分離法で製造される。（２．２酸素の製造の項を参照）

製油所では、

（1）隣接する○○工場より送られてくる窒素＝686k PaG（一般に○○窒素と呼ぶ）

（2）○○窒素の供給が不安定であったときや、不足などに補うための予備としてのコンバーター（No.1～No.4CE）

（3）`99年7月稼動を開始した窒素製造設備があるが、当設備はﾀﾝｸｼｰﾙへの供給用である。　　発生能力：500NM3/H、供給圧力：441kPaG

４．３　用　途

アンモニア合成の原料ガスとして大量に使用される。

化学工業、電子産業で装置のパージ用、雰囲気ガスに使用される。
液化窒素は食品工業で冷凍用に使用される。

製油所では、

①塔槽類内やタンクの可燃性ガスのパージ作業

②各設備や、機器の漏洩検査

③ベッセル、タンクのシール用

④分析計のキャリヤーガス　　　　　　などに使用されている。

４．４　取扱い上の注意点

（1）可燃性ガスのパージ

可燃性ガス混合物は、不活性ガスを使って塔槽類等の内部をパージする。

不活性ガス：不燃性、化学的に不活性、設備を汚染せず、酸素を含まないか、含んでいても問題にならない量であるガス。
図．６　不活性ガスで可燃性ガス混合物を排除する
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不活性ガスが不純物を含むと、不活性ガスとしての性質を失う事があるので注意を要する。従って、流出ガスや不活性ガスの本当の性質をよく知っておく必要がある。

また、ベッセルやタンクから空気（酸素）を排除するため不活性ガスでパージしたら、その雰囲気中に空気（酸素）が残留していないことを確認する事も大切である。

（2）可燃性ガスをパージ後の塔槽類内の立ち入りについて（酸素欠乏症）
窒素は化学的に安定であり、不活性ガスとして塔槽類内やタンクの可燃性ガスのパージ作業に使用されるが、作業者の酸素欠乏症の危険性について注意しなければいけない。

	酸素濃度と（空気中）と人体に対する影響

	　　　２１％
	大気中の酸素濃度

	　　　１８％
	安全な下限濃度

	　　　１６％以下
	呼吸数・脈拍数の増加、頭痛、めまい、吐き気

	　　　１０％付近
	呼吸困難、意識不明

	　　　　８％以下
	昏睡状態、死亡
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